
 

 
 

シリーズ：感覚・運動機能の初期発達（概論） 
ペグ挿しは何故するの？プットインは何のため？バランスボールは？ 

 「どんな発達の順番になっているかは知らないのだけれど、取りあえず、先輩の先生が「コレやると良

いよ」と言っていたので、それに習ってやってます」という、謂わば「口伝」的に継承されているもの

は、教科書のない特別支援教育においては少なくない様に思います。そして、そういう明確な系統性や段

階制の中にいないことが多い子達は「もじ・かず以前」のいわゆる発達のゆっくりな子に多い感じがしま

せんか？シリーズ「感覚・運動機能の初期発達」では、「もじ・かず以前」の発達について、香川県にある

「高松特別支援学校」のすばらしい支援教育だよりを参考にして、順番に紐解いていきます。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

支える 
正しい姿勢を保つ 

一定のペースで 

動き続ける 

※ 覚醒レベルの安定 

※ 触覚の正常化 

※ 手の機能の発達 

※ 呼吸・接触 

※ 見る力 

 

 

構える 
受け止める構え 

働きかける構え 

※ ボディー・イメージ 

※ 身体両側の協調性 

※ 運動企画 

※ 中間位の保持 

※ 注意の集中と持続 

 

 

調整する 
見ながら 

聞きながら 

行動を調整する 

※ 目と手・体の協応 

※ 耳と手・体の協応 

※ 試行錯誤学習 

※ ことばの活用 

 

 

全人的な 
発達 

社会生活を営む力 

教科学習をする力 

☞自己コントロール ☞自信 ☞自尊心 

☞セルフモニタリング ☞集中力 ☞判断力 

☞抽象的思考 ☞推理・類推力 ☞創造力 

☞感覚の分化 ☞他者理解 ☞ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 等 

参考：香川県立高松特別支援学校「支援教育だより」https://www.kagawa-edu.jp/takayo02/htdocs 


